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今月号の主な内容
◎由良町総合戦略を策定しました
◎「ゆらこども園」園児募集 !! 　ほか
◎平成 26 年度決算の状況
◎由良町の財政事情
◎平成 26 年度決算に基づく健全化判断比率等について　
◎平成 27 年第３回定例会
◎ 11 月 5 日は【津波防災の日】です　ほか
◎由良町一般不妊治療費助成事業のご案内　ほか
◎文芸コーナー
◎陸上自衛隊高等工科学校生徒募集　ほか
◎由良町 11 月カレンダー
◎デモンストレーションスポーツウォークラリー

ウォークラリー
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由良町総合戦略を策定しました
◆由良町総合戦略とは（由良町総合戦略より抜粋）

国が求めるまち・ひと・しごと創生法に基づき策定されるもので、平成 27 年度から 5 年間の計画
を立て、各種施策に対して目標を設定し、少子高齢化による地方行政の衰退を阻止すべく、地方が自
ら考え責任を持って戦略として取り組んでいくものになります。由良町が、将来にわたって永続的な
発展を目指して、行政だけでなく住民や地元企業、そして、地域の力が必要不可欠となります。その
ため由良町総合戦略は、住民・企業・地域・行政が一致団結して取り組んでいくことができるよう、
行動の指針・指標としての役割を担います。

◆総合戦略の基本目標
総合戦略を実施していくにあたり、人口減少や様々な課題を克服するため、次の 4 つの基本目標を

設定します。

◆総合戦略の計画期間
総合戦略の計画期間は、国や県の総合戦略との整合性を図るため、平成 27 年度から平成 31 年度

までの 5 年間とします。

◆目標人口
この「由良町総合戦略」において設定した具体的な施策等を実施し、必要に応じて適正な見直しを

していくことにより、人口減少を緩やかなものとし、かつ、雇用創出、子育て等生活環境の整備、人
口交流の拡大及び地域の活性化を図り、平成７２年（２０６０年）に４，７００人を目標人口として
設定することとします。

※　この「由良町総合戦略」は由良町ホームページ（http://www.town.yura.wakayama.jp/）か
ら閲覧できます。

由良町の自然・文化・産業を存分に活かし、観光や U・I ターン、移住・定住事業による新た
な人の流れをつくり出すことにより、地域活性化を図ります。大学等の進学時に、町外に若年層
が流出してしまいます。そのため、由良町に戻って来たくなるような事業に積極的に取り組んで
いきます。

由良町においても少子高齢化が進展し、毎年の出生数は減少をたどっています（自然減）。ま
た、若年層の町外への人口流出も歯止めがかかっていない状況です（社会減）。そのため、これ
からの由良町を担う若い世代が町内において結婚し、安心して子どもを出産し、育てることがで
きる環境を構築していくことにより、人口減少に歯止めをかけます。

住民同士の交流の活性化や健康促進、南海トラフ地震をはじめとする防災対策を積極的に実施
し、地域と地域の連携・絆を強くします。公共インフラの整備、既存施設の更新及び適切な維持
管理を実施します。

例え人口が減少してもその流れを緩やかにし、由良町及び時代に適した地域づくりを実施します。

継続的に安定した雇用の創出は、地域における人口の維持及び活力を持続させるために必要不
可欠です。そのため、地場産業の担い手の確保や後継者不足の解消、若年層の就業機会の確保、
新たなブランドや産業の創出に取り組みます。

 【基本目標 1】「由良町における安定した雇用を創出する」

 【基本目標 2】「由良町への新しいひとの流れをつくる」

 【基本目標 3】「由良町の若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」

 【基本目標 4】「由良町の時代に合った地域をつくり、
　　　　　　　 安全なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する」

詳しいことについては、総務政策課（TEL ６５－１８０１）までお問い合わせください。
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次のとおり園児の募集を行います。

「ゆらこども園」園児募集 !!

○入園対象児
　・長時間保育児・・・平成 28 年４月１日現在、町内に在住し、家庭で保育することができない（保

護者が仕事などのため保育できないなど）満６か月児～５歳児の子ども
　・短時間保育児・・・３歳児～５歳児の子ども

○募集人員（予定）
０歳児 ６名
１歳児 12 名
２歳児 24 名
３歳児　46 名（うち短時間児 10 名）
４歳児 56 名（うち短時間児 10 名）
５歳児 56 名（うち短時間児 10 名）

○年齢表（新）
０歳児 平成 27 年４月２日生～平成 27 年 10 月１日生
１歳児 平成 26 年４月２日生～平成 27 年４月１日生
２歳児 平成 25 年４月２日生～平成 26 年４月１日生
３歳児　平成 24 年４月２日生～平成 25 年４月１日生
４歳児 平成 23 年４月２日生～平成 24 年４月１日生
５歳児 平成 22 年４月２日生～平成 23 年４月１日生

○申込受付期間
平成 27年 11月 16 日（月）から 11月 30日（月）まで
○申込受付場所

住民福祉課　　　　午前８時 30 分から午後５時 15 分まで　（土、日、祝日を除く）
こども園　　　　　午前９時から午後４時まで　（日、祝日を除く）
○保育料

園児の属する世帯の課税状況により決定します。

詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）までお問い合わせください。

☆在園児の保護者には、こども園を通じて申込書を配布いたします。（現在、他市町村の保
育所等へ通園されている方には郵送します。）

　申込書の配布は、11 月 9 日（月）から住民福祉課において行います。

この機会に、「ねんきんネット」を使って自分の未来設計をはじめませんか？
「ねんきんネット」とは、ご自宅のパソコンなどで 24 時間いつでも年金記録の確認や年金見込額の

試算など、さまざまな機能をご利用いただける便利なインターネットサービスです。

※	 スマートフォンでも年金記録の確認および年金見込額試算ができます！

ねんきんネット 検索ホームページ

電話でのお問い合わせは「ねんきん定期便・ねんきんネット等専用ダイヤル」へ
０５７０－０５８－５５５

【受付時間】月～金曜日：午前９時～午後７時 　第２土曜日：午前９時～午後５時
　　　　　  土、日、祝日（第２土曜日を除く）、12 月 29 日～１月３日はご利用いただけません。

11 月は「ねんきん月間」、11月 30日は「年金の日」です！

年金の支払いに関す
る通知書をパソコン
で確認できます！

年金請求書などの届
書をパソコンで作
成・印刷できます！

将来の年金見込額
をご自身で試算で

きます！

ご自身の年金記録
を、一覧形式でいつ
でも確認できます！

「もれ」や「誤り」
がないか確認で

きます！
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独
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得
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．
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４
５
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付
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．
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３
４
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４
％
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。
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。
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付
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で

き
る
よ
う
に
国
税
の
一
定
割

合
を
、
一
定
の
基
準
に
よ
り

国
が
市
町
村
に
交
付
す
る
も

の
。
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れ
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。
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補
助
さ
れ
る
お
金
の
こ

と
。

町税 (21.1%)
8 億 3,570 万円

諸収入 (1.4%)
5,383 万円

繰越金 (1.4%)
5,617 万円

使用料及び手数料
分担金及び負担金
(1.9%)
7,672 万円

繰入金 (2.5%)
9,752 万円

財産収入
寄附金 (0.3%)
1,251 万円

地 方 交 付 税
(39.1%)
15 億 4,602 万円

町債 (10.2%)
4 億 200 万円

国 庫 支 出 金
(11.7%)
4 億 6,324 万円

県支出金 (7.6%)
2 億 9,942 万円

地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金、交通安全対策特別交付金、
地方特例交付金 (2.8%)
1 億 866 万円

自 主 財 源
(28.6%)
11 億 3,245 万円

依 存 財 源
(71.4%)
28 億 1,934 万円

※水道事業会計の収益的収支は、歳入 2 億 5,359 万円、歳出 2 億  363 万円、差引 4,996 万円です。

※平成 27 年 3 月 31 日現在の人口（6,254
人）、世帯（2,740 世帯）から算出しています。

特 　
別 　
会 　
計

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険特別会計 ８億 9,310 万円 8 億 5,506 万円 3,804 万円
後期高齢者医療特別会計 1 億 5,905 万円 1 億 5,900 万円 5 万円
介護保険特別会計 7 億 3,997 万円 7 億 3,330 万円 667 万円
公共下水道事業特別会計 4 億 5,112 万円 4 億 4,969 万円 143 万円
漁業集落環境整備事業
特別会計 5 億 1,781 万円 5 億    756 万円 1,025 万円

水道事業会計 4 億 1,028 万円 4 億 1,713 万円 ▲ 685 万円

町民税 ( 個人 ) 1 億 9,215 万円 (  3.7％減 )
町民税 ( 法人 ) 4,759 万円 (79.7％増 )
固定資産税 5 億 4,722 万円 (  5.3％減 )
軽自動車税 1,642 万円 (  2.2％減 )
町たばこ税 3,232 万円 (  3.6％減 )
　　合計 8 億 3,570 万円  (2.1％減 )

町民 1 人当たり
納税額 133,626 円
歳出額 609,795 円

１世帯当たり
納税額 305,000 円
歳出額 1,391,847 円
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平成２６年度

　決算の状況
一般会計  歳出総額

３８億１，３６６万円

目的別性質別

民生費 (24.9%)
9 億 4,975 万円

総務費 (12.5%)
4 億 7,471 万円

衛生費 (18.2%)
6 億 9,529 万円

公債費 (10.2%)
3 億 8,877 万円

農林水産業費 (9.6%)
3 億 6,619 万円

教育費 (7.1%)
2 億 7,177 万円

土木費 (7.2%)
2 億 7,482 万円

消防費 (4.1%)
1 億 5,698 万円

商工費 (2.4%)
9,342 万円

議会費 (2.0%)
7,380 万円

災害復旧費 (0.6%)
2,128 万円

諸支出金 (1.2%)
4,688 万円

物件費 (17.8%)
6 億 7,755 万円

人件費 (14.0%)
5 億 3,278 万円

補助費等 (15.2%)
5 億 8,140 万円

繰出金 (14.8%)
5 億 6,411 万円

普通建設事業費 (15.3%)
5 億 8,160 万円

公債費 (10.2%)
3 億 8,877 万円

扶助費 (9.6%)
3 億 6,436 万円

災害復旧費 (0.8%)
3,054 万円その他 (2.3%)

9,255 万円

実施した主な事業

     ＜一般会計＞　　　　　　　　　　　　　　　  
　○衣奈海岸整備事業　・・・２億３，９４０万円
　○町道改良工事　　　・・・１億９，５４９万円　　　
　○観光トイレ整備事業　　・・・２，８９２万円　　
　○衣奈小学校屋内運動場天井改修工事  
　　　　　　　　　　　　　・・・１，７０３万円
　◯ＬＥＤ蓄電池内蔵型避難誘導灯整備工事
　　　　　　　　　　　　　　   ・・・７６４万円

　＜特別会計＞
　○公共下水道事業（吹井地区）

　　　　　　　　　　　・・・２億３，８３８万円

　○漁業集落排水施設整備道事業（衣奈地区）

　　　　　　　　　　　・・・３億３，２５６万円

歳
出

○
民
生
費
と
は

　

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
経
費
の

こ
と
。

○
衛
生
費
と
は

　

保
健
・
環
境
衛
生
、
ご
み

処
理
、
し
尿
処
理
な
ど
の
経

費
の
こ
と
。

○
総
務
費
と
は

　

全
般
的
な
管
理
事
務
、
徴

税
、
戸
籍
、
選
挙
事
務
な
ど

の
経
費
の
こ
と
。

○
教
育
費
と
は

　

教
育
の
充
実
や
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

の
こ
と
。

○
消
防
費
と
は

　

消
防
・
防
災
活
動
、
防
災

基
盤
の
整
備
な
ど
の
経
費
の

こ
と
。

○
土
木
費
と
は

　

道
路
、
河
川
の
整
備
な
ど

の
経
費
の
こ
と
。

○
農
林
水
産
業
費
と
は

　

農
林
水
産
業
の
振
興
、
生

産
基
盤
の
整
備
な
ど
の
経
費

の
こ
と
。

○
物
件
費
と
は

　

公
共
施
設
の
光
熱
水
費
、

消
耗
品
費
や
委
託
料
な
ど
の

費
用
の
こ
と
。

○
人
件
費
と
は

　

特
別
職
（
町
長
や
議
員
）、

一
般
職
員
の
ほ
か
各
種
委
員

な
ど
に
支
払
わ
れ
る
費
用
の

こ
と
。

○
公
債
費
と
は

　

町
が
こ
れ
ま
で
に
借
り
入

れ
た
借
金
を
返
済
す
る
費
用

の
こ
と
。

○
扶
助
費
と
は

　

医
療
費
や
児
童
手
当
な
ど

で
給
付
に
充
て
ら
れ
る
費
用

の
こ
と
。

○
普
通
建
設
事
業
費
と
は

　

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
、

改
修
な
ど
を
行
う
費
用
の
こ

と
。
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財
政
事
情

（
平
成
27
年
度
上
半
期
）

由
良
町
の

歳　入
予 算 額

収 入 済 額

41 億 8,020 万円

18 億 7,267 万円

15 億 2,080 万円

10 億 2,533 万円

7 億 8,143 万円

5 億 1,344 万円

4 億 5,183 万円

1 億　250 万円

3 億 6,937 万円

2,548 万円

2 億 3,340 万円
０万円

5 億    350 万円

0 万円

8,913 万円

8,913 万円

7,000 万円

6,434 万円

5,176 万円

1,210 万円

1 億　898 万円
4,035 万円

一
般
会
計
は
、
当
初
予

算
が
37
億
９
，
０
０
０
万

円
で
し
た
が
、
そ
の
後

補
正
を
行
い
、 

40
億
２
，

２
７
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
26
年

度
か
ら
27
年
度
に
繰
越

■
一
般
会
計

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立

つ
身
近
な
仕
事
を
行
う
た

め
の
町
の
基
本
的
な
会
計

で
す
。 町

で
は
、
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
予
算
や
執
行
状
況
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
年
に
２
回
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
27
年
度
上
半
期
（
平
成
27
年
９
月
30
日
現
在
）
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■特別会計

会計名 予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険会計 11 億        ４万円 4 億   376 万円 4 億 3,146 万円

後期高齢者医療会計 1 億 5,635 万円 2,043 万円 6,165 万円

介護保険会計 7 億 7,926 万円 2 億 9,862 万円 2 億 9,576 万円

公共下水道事業会計 ６億 5,432 万円 1,901 万円 1 億 6,384 万円

漁業集落環境整備事業会計 ３億　 950 万円 1,494 万円 1 億　627 万円

合計 29 億 9,947 万円 7 億 5,676 万円 10 億 5,898 万円

会計名
収入 支出

予算額 収入済額 予算額 支出済額

水道事業会計
収益的収支 2 億 3,670 万円 7,543 万円 2 億 3,670 万円 5,894 万円

資本的収支 2 億 2,880 万円 24 万円 3 億 3,357 万円 2,659 万円

一般会計とは別に、独立して経理を行う会計です。

町税

国庫支出金

町債

県支出金

諸収入

繰入金

地方消費税交付金

繰越金

その他

地方交付税
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歳　出
予 算 額

支 出 済 額

41 億 8,020 万円

13 億 6,990 万円

9 億 7,773 万円

2 億 9,474 万円

7 億 6,050 万円

1 億 9,275 万円

4 億 9,912 万円

1 億 5,862 万円

4 億 4,374 万円

7,827 万円

3 億 7,327 万円

1 億 6,919 万円

3 億 7,007 万円

1 億 8,248 万円

2 億 7,700 万円

1 億    572 万円

1 億 8,315 万円
8,597 万円

9,009 万円

5,766 万円

2 億   553 万円
4,450 万円

し
た
予
算
額
が
１
億
５
，

７
５
０
万
円
あ
り
、
こ
れ

ら
を
加
え
た
最
終
予
算
額

は
41
億
８
，
０
２
０
万
円 

と
な
り
、
前
年
の
同
じ

時
期
の
予
算
額
41
億
５
，

２
４
０
万
円
と
比
べ
０
．

７
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

予
算
の
執
行
状
況
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

町債

　町債は、主に学校や道路、下水道など生活環

境や都市基盤の整備にかかる費用を賄う重要

な財源です。また、整備した施設を利用する将

来の町民の皆さんにも、返済という形で費用を

負担していただくことで、世代間の負担の公平

化を図るという目的をもっています。　

町民１人あたりの町債残高

143 万円 （前年同期 134 万円）

区分 現在高 前年同期現在高

一般会計 41 億 9,675 万円 41 億 2,692 万円

特別会計 45 億 1,179 万円 43 億 6,645 万円

水道事業会計 1 億 7,661 万円 1 億 4,858 万円

合計 88 億 8,515 万円 86 億 4,195 万円

※町民１人あたりの金額は 9 月末現在の住民基本台帳人

口 (6,231 人 ) から算出した額です。

※平成 27 年 9 月末現在一時借入金はありません。

基金

　基金は特定の目的のために必要な資金や、緊

急の財政支出に対応するための資金を管理し

ているものです。

区分
平成 27 年

9 月末現在高

平成 27 年

3 月末現在高

財政調整基金※ 10 億 8,197 万円 11 億 2,272 万円

土地開発

基金等※
8,209 万円 8,457 万円

国民健康保険

基金等※
5,166 万円 5,155 万円

下水道事業基金 3 億 9,549 万円 3 億 9,507 万円

合計 16 億 1,121 万円 16 億 5,391 万円

※財政調整基金・・・年度間の財源の不均衡を調整するために積
み立てられた積立金のこと。
※土地開発基金等・・・土地開発基金のほか減債基金、高齢者福
祉基金、ふるさとふれあい基金、教育振興基金を含む。
※国民健康保険基金等・・・国民健康保険基金のほか介護給付費
準備基金を含む。

公有財産

区分
平成 27 年

9 月末現在高

平成 27 年

3 月末現在高

公共施設敷地 212,406 ㎡ 212,406 ㎡

宅地 68,056 ㎡ 68,056 ㎡

田、畑、山林 677,220 ㎡ 677,357 ㎡

雑種地（その他） 611,672 ㎡ 611,672 ㎡

建物 58,146 ㎡ 58,217 ㎡

物品（車両） 49 台 49 台

株券 239 万円 239 万円

出資による権利 5 億 4,152 万円 5 億 4,152 万円

衛生費

総務費

土木費

農林水産業費

公債費

教育費

消防費

商工費

その他

民生費
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地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成 19 年法律第 94 号）第３条第１項及び第 22 条
第１項に基づき、平成 26 年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率を公表します。

由良町の平成 26 年度決算に基づく各指標については、次のとおりで、いずれの指標も健全化基
準を下回っています。

平成２6 年度決算に基づく健全化判断比率等について

区分
由良町の

比率
早期

健全化基準
財政

再生基準
実質赤字比率 － 15.0 20.0
連結実質赤字比率 － 20.0 30.0
実質公債費比率 10.4 25.0 35.0 
将来負担比率 142.0 350.0

特別会計名 資金不足比率
経営

健全化基準
公共下水道事業特別会計 －

20.0 
漁業集落環境整備事業
特別会計

－

水道事業会計 －

健全化判断比率 資金不足比率（単位：％） （単位：％）

※実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は「－」表示 ※資金不足額がない場合は「－」表示

　用語の説明
【健全化判断比率】
健全化法において、町の財政状況を客観的に表し財政の早期健全化や再生の必要性を判断する

ためのものとして、下記の４つの財政指標（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、
将来負担比率）を健全化判断比率として定めている。
【実質赤字比率】
福祉、教育、まちづくり等を行う地方公共団体の一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運

営の悪化の度合いを示すもの
【連結実質赤字比率】
すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、地方

公共団体全体としての財政運営の悪化の度合いを示すもの
【実質公債費比率】
借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示すもの

【将来負担比率】
地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時

点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示すもの 
【資金不足比率】
公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営

状態の悪化の度合いを示すもの
【早期健全化基準】 
健全化判断比率のいずれかが、この基準を上回ると財政健全化計画を議会の議決を経て定め、

速やかに公表するとともに、知事への報告が必要となります。
【財政再生基準】
健全化判断比率のうち、将来負担比率を除くいずれかが、この基準を上回ると財政再生計画を

議会の議決を経て定め、速やかに公表するとともに、総務大臣への報告が必要となります。
また、地方債の起債が制限されます。

【経営健全化基準】
早期健全化基準に相当するもので、各公営企業会計の資金不足比率が一つでもこの基準を上回

ると経営健全化計画の策定が義務付けられます。
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漁業振興事業及び防災関連施設整備

事業を中心とした補正予算が成立 !!
平成２７年第３回定例会

平成 27 年第３回由良町議会定例会が９月８日（火）から 17 日（木）までの 10 日間の会期で
行われました。

この議会では、条例改正などの議案等が慎重な審議の結果可決されました。

　報告
※健全化判断比率及び資金不足比率報告書

　契約締結
※三尾川簡易水道統合整備事業ポンプ場・配水池

建設工事請負契約の締結について

　条例改正
※由良町個人情報保護条例の一部を改正する条

例
※由良町手数料徴収条例の一部を改正する条例

　条例廃止
※水産物加工処理施設設置及び管理に関する条

例を廃止する条例

　補正予算
※平成 27 年度由良町一般会計補正予算（第３号）
※平成 27 年度由良町国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）
※平成 27 年度由良町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）
※平成 27 年度由良町介護保険特別会計補正予算
（第２号）

※平成 27 年度由良町公共下水道事業特別会計補
正予算（第１号）

※平成 27 年度由良町漁業集落環境整備事業特別
会計補正予算（第１号）

　決算認定
※平成 26 年度由良町一般会計歳入歳出決算認定

について
※平成 26 年度由良町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算認定について
※平成 26 年度由良町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算認定について
※平成 26 年度由良町介護保険特別会計歳入歳出

決算認定について
※平成 26 年度由良町公共下水道事業特別会計歳

入歳出決算認定について
※平成 26 年度由良町漁業集落環境整備事業特別

会計歳入歳出決算認定について
※平成 26 年度由良町水道事業会計決算認定につ

いて

　その他
※町道の路線の認定について
※和歌山県市町村総合事務組合規約の変更につ

いて
※由良町教育委員会委員の任命について
※平成 26 年度由良町水道事業会計未処分利益剰

余金の処分について



10

平成２７年１１月１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報ゆら

11 月５日は【津波防災の日】です
2011 年（平成 23 年）３月に発生した東北地方太平洋沖地震による甚大な津波被害を踏まえ、「津

波対策の推進に関する法律」において、広く津波対策についての理解と関心を深めることを目的とし
て、毎年 11 月５日を「津波防災の日」と定めています。

11 月５日は、1854 年に和歌山県に大きな津波被害をもたらし、「稲むらの火」のモデルになった
安政南海地震の発生した日にちなんだものです。

地震が発生し、大津波警報・津波警報・注意報が発表されたとき、一人ひとりがあわてずに適切な
判断・行動をとることが重要です。正しい知識を身につけ、落ち着いて行動できるよう日頃から心構
えをしておきましょう。

①災害時の避難場所や避難路をあらかじめ決めておきましょう。
②強い地震や弱くても長い時間ゆっくりとした地震を感じたときは、海浜から離れ、安全な場所に

避難しましょう。
③地震を感じなくても、津波警報や注意報が発表されたときは、海浜から離れ、安全な場所に避難

しましょう。
④地震を感じたときは、テレビ、ラジオなどで正しい情報を入手しましょう。
⑤津波は繰り返し襲ってくるので、警報、注意報が解除されるまで気を緩めないようにしましょう。
⑥低い津波であっても、大人でも足をすくわれることがあります。また、漂流

物により被害を受けることがあります。
⑦津波（第 1 波）は、押し波（津波が沖から海岸に向かうこと）と、引き波
（津波が海岸から沖に向かうこと）のどちらからくるかは分かりません。

⑧１週間分程度の飲料水や食糧、懐中電灯、ラジオ、医療品などをリュック
サックなどにひとまとめにし、すぐに持ち出せるようにしておきましょう。
赤ちゃんのいるご家庭では、粉ミルクやほ乳瓶も準備しておきましょう。

「臨時福祉給付金」（簡素な給付措置）の

市町村や厚生労働省などをかたった不審な電話や郵便があった場合は、お住まいの市町村や警察署
（又は警察相談専用電話（＃ 9110））にご連絡ください。

" 振り込め詐欺 "や " 個人情報の詐取 "にご注意ください。!

平成 26 年４月の消費税率引上げに伴う影響を緩和します

平成 27 年度臨時福祉給付金

（申請期間） 平成 27 年 11 月２日 ( 月 ) ～平成 28 年２月２日 ( 火 )

支給対象者 住民税が課税されていない方
課税されている方の被扶養者や生活保護受給者の方は対象外です。

支 給 額 一人につき６，０００円

☆臨時福祉給付金を受け取るためには、 由良町への申請が必要です。
　 支給対象者の方には、 申請書を送付しています。

詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）までお問い合わせください。

確認じゃ！
　　　給付金。
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詳しいことについては、住民福祉課（ＴＥＬ６５－０２０１）までお問い合わせください。

◎特別児童扶養手当とは
児童の健やかな成長を願って、障害のある児童を家庭において監護している父もしくは母、又

は父母に代わってその児童を養育している方に対して支給される手当で、児童の福祉の増進を図
ることを目的としています。

○特別児童扶養手当を受けることができる方
20 歳未満で身体や知的、又は精神に中程度以上の障害もしくは長期にわたる安静を必要とす

る病状にある児童を監護している父もしくは母、又は父母に代わって児童を養育し、主として対
象児童の生計を維持している方が対象となります。

○手当額と支払日（平成 27 年４月現在）
請求した日の属する月の翌月分から支給され、年３回（４月、８月、

12 月）、支払日の前月までの分が支払われます。　
手当額　　　　　　　　　　　　　　　

　１級　５１，１００円（月額）
　２級　３４，０３０円（月額）

○手当支給の所得による制限について
手当の額は、受給者・配偶者・生計同一の扶養義務者の所得による制限があります。また、前

年の所得が一定額以上の方は、その年度（８月から翌年７月まで）の手当が支給停止になります。

特別児童扶養手当制度をご存知ですか？

支給日
４月 11 日 （12 月～３月分）
８月 11 日 （４月～７月分）
12 月 11 日 （８月～ 11 月分）
※支払日が、土、日、祝日のときは、繰り上げて支給されます。

由良町一般不妊治療費助成事業のご案内

・夫婦のいずれか一方が、和歌山県内に一年以上住民登
   録していること、かつ、申請日において由良町に住民
   登録していること
・各種医療保険に加入していること
・夫婦の前年の所得の合計額が 730 万円未満であること

このすべての条件を満たす夫婦が対象となります。

・助成額：１年度につき３万円を限度
・限度額：６万円
・助成期間：連続する 24 か月間

①医療保険各法に規定する療養の給付が適用となる不妊治療（タイミング療法、薬物治療、手術
治療など）及び不育治療

②医療保険適用外の不妊治療（体外受精及び顕微授精を除く。人工授精など）及び不育治療
③治療の一環として行われる検査、及び治療開始前に不妊原因又は不育原因を調べるための検査
（不妊検査の結果、不妊症と診断されなかった場合でも、検査費用は助成対象）
※不妊治療を実施している産婦人科・泌尿器科医療機関であれば、県内外を問わず助成の対象

とります。
※不妊治療のうち体外受精及び顕微授精（特定不妊治療）については「和歌山県特定不妊治療

費助成」の対象となりますので御坊保健所（TEL ２２－３４８１）にお問い合わせください。

由良町では、一般不妊治療を受けるご夫婦に対し、経済的な負担の軽減を図るため、その治療に
要する費用の一部を助成しています。

対象となる夫婦

助成内容

対象となる治療・検査（一般不妊治療）
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公
民
館
最
新
購
入
図
書
案
内

文
芸
コ
ー
ナ
ー

夏
の
陽
を
凌
ぐ
夕
立
涼
を
呼
ぶ
畑
の
草
も
青
々
と
し
て

電
柱
を
の
ぼ
り
き
り
た
る
葛
蔓
先
端
あ
や
ふ
く
空
を
さ
ま
よ
ふ

背
丈
ほ
ど
伸
び
た
る
草
を
刈
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ゆ
け
ば
朝
の
畑
に
そ
よ
風
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た
る

物
憂
げ
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鳴
く
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鳩
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摘
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吾
を
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る
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あ
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る
く
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き
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病
め
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叙
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や
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を
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熱
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鶏
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な
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後
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た
り

昼
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ぎ
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起
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出
だ
し
た
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娘
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意
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夕
餉
作
る
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厨
に
立
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ぬ

青
々
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ひ
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ご
る
田
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面
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稲
穂
見
ゆ
亡
兄
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た
し
こ
の
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に

台
風
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余
波
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騒
め
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際
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獣
防
除
柵
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か
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刈
る
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止
み
て
つ
か
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間
夕
陽
さ
す
庭
に
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な
か
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一
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け
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夫
の
た
め
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玉
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緒
の
い
ま
し
ば
し
長
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な
と
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す
す
る

大

西

二
本
松

竹

中

浜

田

寺

井

細

川

小

川

山

下

中

家

大

西

寺

井

竹

中

中

家

山

下

小

川

浜

田

二
本
松

細

川

 

由
良
短
歌
会　
九
月
詠
草　
　

克

恵

せ
つ
子

貞

子

順

子

冴

子

ミ
チ
ヨ

玲

子

清

美

か
よ
子

克

恵

冴

子

貞

子

か
よ
子

清

美

玲

子

順

子

せ
つ
子

ミ
チ
ヨ

中
央
公
民
館

★
今
月
の
イ
チ
オ
シ

『
職
業
と
し
て
の
小
説
家
』

村
上
春
樹 （
ス
イ
ッ
チ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）

　

い
ま
、
世
界
が
渇
望
す
る
稀
有
な
作
家
・
村
上
春
樹
の
ヴ
ェ
ー

ル
に
包
ま
れ
た
な
り
た
ち
を
、
味
わ
い
深
い
ユ
ー
モ
ア
と
と
も

に
解
き
明
か
し
て
い
く
長
編
エ
ッ
セ
イ
。
全
12
章
の
中
に
は
、

毎
年
、
作
家
の
周
辺
を
騒
が
す
ノ
ー
ベ
ル
賞
や
芥
川
賞
な
ど
の

文
学
賞
の
存
在
に
つ
い
て
も
、
ふ
れ
て
い
る
。

・「
東
京
零
年
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
川
次
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集
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社

・「
富
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の
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に
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Ｎ
Ｈ
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出
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ケ
カ
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な
ぼ
く
ら
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川
崎
美
羽　

角
川
文
庫

※
こ
れ
ら
の
図
書
は
、
最
近
購
入
し
た
も
の
の
一
部
で
す
。

衣
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会
館

白
崎
会
館

・「
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光
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４
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Ａ
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関
大　
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か
ら
、
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き
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。」　　
　
　
　
　
　
　

  

つ
ん
く
♂　

新
潮
社

・「
カ
エ
ル
く
ん
の
た
ん
こ
ぶ
」　　
　
　
　

宮
西
達
也　

鈴
木
出
版
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「
味
わ
う
」

お
弁
当
味
わ
い
な
が
ら
食
べ
て
ま
す

作
品
展
子
ど
も
ら
し
く
て
味
わ
い
が

少
な
い
物
は
味
わ
い
な
が
ら
食
べ
て
い
る

好
物
を
暑
さ
に
負
け
ず
食
べ
尽
く
す

こ
こ
が
ツ
ボ
痛
み
味
わ
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楽
に
な
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散
歩
道
匂
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味
わ
う
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の
風

ば
あ
さ
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が
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を
味
わ
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想
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茸
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追
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ゐ
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座
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陸上自衛隊高等工科学校生徒募集

学校推薦等 一　　般
募集人員 約 60 名 約 260 名

受付期間
平成 27 年 11 月１日～
　平成 27 年 12 月 4 日（締切日必着）

平成 27 年 11 月１日～
　平成 28 年１月 8 日（締切日必着）

募集資格
平成 28 年４月１日現在、15 歳以上 17 歳未満の男子

（平成 28 年３月に中学校卒業又は中等教育学校の前期課程修了見込みの方を含む）

試 験 日
平成 28 年１月 9 日～１月 11 日

（いずれか１日）
平成 28 年１月 23 日（土）

試験場所 高等工科学校（神奈川県横須賀市） 和歌山市・田辺市
　　　※　身分：特別職国家公務員（生徒）
　　　※　手当：月／ 96,000 円　末期手当年 2 回（6 月・12 月）

　詳しいことについては、自衛隊御坊地域事務所（御坊市湯川町小松原４１０－１　ＴＥ
Ｌ２３－００２０) 又は総務政策課 ( ＴＥＬ６５－１８０１）までお問い合わせください。

防
衛
省

11 月・12 月は『合同滞納整理強化月間』です

町税は、まちづくりを支える大切な財源です。由良町では、納期内に納付された方との公平を保ち、
滞納の解消を図るために、県、和歌山地方税回収機構と合同で、11 月・12 月を合同滞納整理強化月
間として、税収確保に取り組みます。

税金を滞納すると本来納めるべき税金の他に延滞金を納付しなければなりません。滞納したまま放
置すると、法律に基づき滞納者の意志に関わりなく、給与や不動産など財産の差押えや公売などの滞
納処分を受けることになりますので、納期内に納税してください。

町税の納期限 国民健康保険税　第６期 11月 30日（月）

詳しいことについては、税務課（ＴＥＬ６５－１８０２）までお問い合わせください。

平
成
27
年
11
月
１
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
15
日
ま
で
狩
猟
期

間
に
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

入
山
さ
れ
る
際
に
は
、
目
立
つ

服
装
や
ラ
ジ
オ
等
の
音
が
出
る

も
の
を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

　

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
産
業
建
設
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
５
ー
１
２
０
３
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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由良町１１月カレンダー

　ごみ収集日１の地区…横浜・網代・衣奈・小引・戸津井・三尾川・糸谷・吹井・柳原・黒田
　ごみ収集日２の地区…里・南・阿戸・江ノ駒・門前・畑・中・大引・神谷
　※ごみは、収集日当日の午前２時までに所定の場所にお出しください。	 	
　詳しいことについては、役場（ＴＥＬ６５－０２００）までお問い合わせください。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日

・第 13 回
  ゆらふれあい祭

・介護保険料 第５
期、後期保険料
第４期分納期限

・臨時福祉給付金
受付開始日

・町・県民税 第３
期、国民健康保険
税 第５期納期限

・文化の日
・由良町文化・ス

ポーツ賞表彰式

・育児相談
  ※子育て支援セ

ンター（ゆらこ
ども園内）

・津波防災の日
・由良中学校校内

マラソン大会

・県戦没者遺族大会

可燃ごみ 1 可燃ごみ 2 プラスチックごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

8 日 9 日 10 日 11 日 12 日 13 日 14 日

・健康相談
  （衣奈会館）
・運動教室
  （中央公民館）

・ ４ か 月 児、10
か月児健診（白
崎会館）

・老人招待旅行
　（由良地区）
・健康相談
  （中央公民館）
・税の標語表彰式

・老人招待旅行
　（衣奈・白崎地区）
・由良小学校学習

発表会

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 不燃ごみ 可燃ごみ 1 可燃ごみ 2

15 日 16 日 17 日 18 日 19 日 20 日 21 日

・白崎小学校
古紙回収

・粗大ごみ（横浜） ・由良小学校校内
マラソン大会

可燃ごみ１ 可燃ごみ２ 資源ごみ１ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

22 日 23 日 24 日 25 日 26 日 27 日 28 日

・勤労感謝の日 ・運動教室
　（中央公民館）

・粗大ごみ（糸谷、
神谷、吹井）

・衣奈小学校学習
発表会

・白崎小学校学習
発表会

・由良中学校校内
音楽会

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ 2 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

29 日 30 日 12 月 1 日 12 月 2 日 12 月 3 日 12 月 4 日 12 月 5 日

・鳥越俊太郎講演会
（中央公民館）

・介護保険料 第６
期、後期保険料
第５期分納期限

・国民健康保険税　
第 6 期　納期限

・健康相談
  （衣奈会館）

・３歳６か月児健
診（白崎会館）

・健康相談
  （中央公民館）

・人権ポスター標
語展示会（～６日）

（中央公民館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ プラスチックごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２
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第 70 回国民体育大会が和歌山県で開催され、由良町では
デモンストレーションスポーツウォークラリーを開催しまし
た。和歌山県内から 50 チーム 212 名の方にご参加いただき、
大会スローガン「躍動と歓喜、そして絆」のとおり会場内、コー
ス内では笑顔や笑い声があふれていました。

入賞チームについては、以下のとおりです。

コース 順位 チーム名

きのくにコース
１ ２８	Project
２ 駒井ハルテック	Team	迷走
３ 火花パチパチ

くろしおコース
１ がんばれ故郷	B チーム
２ チーム・スクエア
３ WAKABA

紀の国わかやま国体
デモンストレーションスポーツウォークラリー

畑中雅央競技会長による
開会あいさつ

入賞チームの皆さま

箱の中身は何かな？

落とさないように…

水鉄砲で全部倒すぞ !

チェックポイントでは
様々なゲームも


